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第26次観測隊の出発に際 して
川 口 貞 男
第26次南極地域観測隊は,昨 年同様11月14日"しら
せ"で 晴海 を発つ.越 冬隊員35名,夏隊員13名である.
オブザーバーとして,防衛庁技術研究本部,運 輸省船舶
技術研究所,海 上保安庁などから7名の参加が内定し,
南極条約による交換科学者の参加についても検討中であ
る.夏 期,並 びに越冬中の定常観測は前次隊に引き続き
実施されるが,研究観測についても前次隊に引き続き,
中層大気総合観測計画(MAP),東クイーンモー ドラン
ド地域雪氷 ・地学研究計画,南 極海洋生態系及び海洋生
物資源に関する研究計画(BIOMASS)を重点項目として
いる.設営面では,東 クイーンモー ドランド地学研究計
画に対応して,セ ールロンダーネ地区に調査拠点の建設
を計画している.また,昭和基地での火災による作業棟,
工作棟の焼失に対処するため,作業棟の跡地に,鉄管の骨
格に断熱材をサンドウィッチしたキャンバスシー ト張 り
の14m×8m×4.5m(高さ)の仮設倉庫を組み立てる.
MAP計 画は,第23次隊から開始されたもので今次隊
が最終年となる.このため地上からの観測,気 球やロケ
ットを使っての観測,衛 星による観測と地上から宇宙空
間までを立体的に,かつ総合的に観測することを計画し
ている.地上観測では新たにマルチビームリオメーター
を設置し.オ ーロラ粒子降下領域の観測をする.このた
め昭和基地南東の迷子沢に55m×55mにわた リアレイ
アンテナを建てる.また,今 までのルビーレーザーに加
えて色素 レーザーを設置し,　Na原子層の垂直分布や30
～80kmの密度分布の観測を行う.大気球観測では,今
まで昭和基地で使われていた5(X)Om3の3倍の15000m3
の気球を使ってVLF放 射とX線の同時観測を行 う.ロ
ケット観測は前次隊で,S310による観測を再開したが,
26次隊では,これに加え小型ロケットMT・135JAによ
り中層大気の温度,運 動の観測も行 う.このため9名の
大部隊が宙空担当の隊員として参加する.東 クイーンモ
ー ドラン ド計画は,越 冬中には雪氷研究がなされる・前
次隊に引き続き氷床頂部での雪氷学的,気 象学的調査を
行うとするものである.秋 と春から夏にかけて2度 にわ
たって内陸奥地への旅行を計画 している.夏期の東クイ
ーンモー ドランド計画では、セールロンダーネ山脈の地
学調査を行う.24次,25次での予備調査をもとに本格的
な調査を開始することとして,測地,地 理,地 質隊員5
名が参加している.調 査期間をできるだけ長 くするため
に"し らせ"は,ま ずセールロンダーネ山脈の沿岸のプ
ライド湾 を目ざす.こ こで前述 した拠点建設のための約
80トンの荷物を降ろし,沿岸から約150kmの拠点予定
地に運び,100rniの主屋棟及び通信施設を建設し,地学
担当及び設営担当隊員合せて8名 を残し,昭和基地に向.
うことになろう,
BIOMASS計画は,浮 氷域における生態系構造の研究
を主として夏期間に船上で行うことになる.昭和基地か
らセールロンダーネ沖にかけての浮氷帯の動き,植物プ
ランクトン,底生生物,魚 類の現存量などの観測を,海.
洋定常観測部門で行う海水温度やクロロフィル測定など
のいわゆる海洋環境観測と共に実施する.
このほか越冬観測として,COs測定や湖沼水質の測定
を行う環境モニタリングや医学部門での凍傷治療に関す
る研究などが計画されている.
前年の処女航海によって実証された"し らせ"の 能力
を存分に発揮してもらうことを前提に,プ ライド湾とリ
ュツォ・ホルム湾の本格的な2面作戦を計画したのであ
るが,計画の具体化と共にこのオペレーションの難しさ
も具体的になってきた.こ のことはもとより覚悟してい
たことであり,とにかく最善を尽 くし任務を全うしたい.
最後に,計画諸準備に当 り,ご指導,ご 助力 くださっ
た方々に心からお礼申しあげたい.
(筆者:第26次南極地域観測隊長,国 立極地研究所教授〉
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南 極 の 海 洋 生 物 資 源 保 存 に
関 す る 委 員 会
第3回 年次通常会合に出席 して
星 合 孝 男
南極の海洋生物資源保存に関する委員会の第3回 年次
通常会合は.1984年9月3日から14日の間,オ ース トラ
リアのホバー ト(タスマニア島)で 開催された.
我が国からは,島 一雄(代表,農 水省参事官),嶋津
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靖彦(遠 水研南大洋室長),森下丈二(農 水省海洋部),
中島英臣(外 務省経済局),筆者の5名 が出席した.
今次会合では,科 学委員会をrli心に,か な り実質的な
討議を行った.し かし,南大洋における漁獲対象生物種,
ならびに,それ らを取 り巻 く環境に関する情報は,委員
会が規制措置を講ずるなどの資源管理を行うためには極
めて不充分で,ど のようなデータを,い かにして集める
かなどの基本的な課題が,要検討事項として残された.
比較的データーが揃っていると思われるサウスジョー
ジア島を中心 としたスコシア海の魚類資源 に つい て さ
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え,1.サウスジョージア島周辺12浬以内の禁漁,2.ノ
トセニア ・ロッシーなど6種に対する網目規制,の2つ
の規制措置を取 り得たに過ぎない.幾 つかの国から支持
を縛ていたサウスジョージア周辺のより広い海域での一
定 期間の禁漁案も,データーの不足を理由に,締約国に
対する勧告 という形に落着いた.
ナンキヨクオキア ミについても,資源評価の質的向上
を図るために,音響探査.手段の改泡 ナンキヨクオキア
ミの生態 ・生活史の解明の必要性が叫ばれている段階で
ある.これ らの情報不足を補うために,操業の際に得 ら
れ るできる限り詳細な諸々のデーターの提供が要請され
ている.多 くの困難はあると思 うが,漁業国としても可
能な範囲でのデーター提供努力は払うべきであろう.
漁獲対象生物が生態系の一構成要素であるならば,漁
獲対象生物(例 えば,ナ ンキヨクオキア ミ)への人為の
影響は,捕 食者(例 えば,カ ニクイアザラシ)な どを通
じて間接的に知 り得る可能性がある.したがって,その
よ うな指標 となる動物の監視をすべきであるという主張
が前回会合に引続 きな され た.ま た,生態系の構成種
に,計 画的に人為的影響を与え,生態系の動きを実験的
に知ることが資源管理の方法を見出すのに有効な手段で
.はないか,と いう説も強調された.指標動物を監視する
に しても,生態系の変動を人為的にひき起すにしても,
得 られた結果を自然変動から区別できるかどうか大きな
問題である.また,何 を指標動物とし,何時,何 処で監
視したり実験をした りするのかなど,未解決の問題は多
くかつ大きいように思われる.し かし,指標動物の監視
という考えは,生態系保護論と微妙にからみ合って,今
後 とも委員会の問題となるであろ う.
自然保護の立場から,新たに.海 洋投棄物,漁 網など
.による,漁獲対象生物以外の生物の死亡を防止すべきで
.あるという提案がなされた.南大洋では,ま だこのよう
な事故は少ないと思われるが,南大洋も世界の海洋の一
.部との考えに基づいた提案であろう.まずは具体的な事
例 の収集から,歩を進めるべきである,とい うのが委員
会の考えであった・
以上,南 極の海洋生物資源保存に関する委員会,と く
.に科学委員会に出席し,印象に残った事柄だけを書いた,
なお,第4回 会合は,1985年9月2日から13日まで,
やはり,ホバー トで開催されることになっている.また,
第4回 会合までの間に 生態系モニタリングに関する特
別作業部会(1985年5月6口～11日,シア トル),魚類資
源評価に関する特別作業部会(会期 ・場所等未定),ナン
キヨクオキア ミの漁獲努力の解析検討のワークショップ
(第4回会合直前1週 間,ホ バート)の3つ の会合が開
催 されることになっている.
(筆者:国 立極地研究所資料主幹)
海洋底掘削計画 ・南大洋パネルと
イ ン ド洋パネルに出席 して
神 沼 克 伊
海洋底掘削計画(ODP)の第2回 の南大洋パネルとイ
ンド洋パネルは,1984年9月3～5日,5～7日に,そ れぞ
れ フランスの古都 ・ス トラースブールで開かれた.筆 者
は南大洋パネルには日本の代表として,また,日 本から
代表のでていないインド洋パネルにはオブザーバーとし
て出席した・
ODPは,本 年まで10年計画で実施された国際海底掘
肖ll計画(IPOD・DSDP)に続 く掘削計画である.ア メリカ
はこれまで使用 した掘削船・グローマー・チャレンジャー
号に替る新しい掘削船 を選び,この新船により1985年1
月から10年間,国 際共同研究でODPを 実施しようと計
画している.これに参加するためにはアメリカ以外の国
は年間185万ドル(約5億 円)の分担金を払わねばなら
ず,日 本の参加は現在のところ決定はしていない,ただ
し,年間15万ドルの分担金の支出は認め られ てお り,
参加候補国という資格で計画立案の諸会議に,日本人科
学者が参加している.
極地研究所は南緯60度以南における「1然科学全般につ
いて責任を負っていることから,　IPODの国内委員会に
も参加 していた.グローマー チャレンジャ一号はIPOD
開始前の1972年に南極海の掘削を実施 し,ロス海では石
油が存在する兆候のメタンガスが噴出し,掘削を中止し
ている.し かし,　IPODの10年間は太平洋,大 西洋など
の掘削に重点がおかれ,南極海の掘削は実施されなかっ
た.
IPODでは中 ・低緯度における興味ある地域のかなり.
の部分が掘削され,　ODPで は多くの研究者の 目が南極
や北極に向けられるようになった.掘 削地点を検討する
ため 「南大洋パネル」,「ノルウェー海パネル」など高緯
度の海域 を対象としたパネルが,　ODP組織委員会の中
に作 られたのも,この海域に興味を抱 く研究者が多いこ
との反映でもある.
新掘削船は1987年1～2月に南極のウェッデル海の掘削
をする予定になっている.こ のため本年2月 に開かれた
第1回 の会合で,具体的な掘削地点の情報交換と掘削ま
でのそれぞれの海域の調査計画の報告がなされた.日 本
に対して白嶺丸の調査結果を知 らせて欲しいという要望
がでており,極地研究所から出版されている論文の別刷
を配 り,概要を.説明した.
西 ドイツが新鋭砕氷船のポーラーシュテルンを十二分
に駆使し,ウ ェッデル海から昭和基地の西側沖合までを
精力的に調査した結果を報告した.1984年末から1986年
4
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4こかけても,掘削予定地点を中心に,こ の海域で地震探
.査,重力,地 殻熱流量,地 磁気などの測定が計画されて
いる.と にかくポーラーシュテルンを観測船 としても,
.十分にその能力を発揮させている.同 じような新砕氷船
「しらせ」の運航をみるにつけ,西 ドイツのポーラーシ
ュテルンの運航には,羨 望を禁 じえない・
南大洋の掘削では,氷 山対策や悪い気象条件の克服が
話合われた.グローマー・チャレンジャー号の実績はある
ものの,厳しい自然条件,特に暴風圏海域で,いかに良い
条件の時を選んで掘削するかは,今 後の大きな課題であ
る.
インド洋パネルは,5日 の午後には南大洋パネルとの
合同で行われ,イ ンド洋南方海域の掘削点につき検討し
た.両 パネルに共通する興味ある海域 としてケルゲレン
海台とアメリー海盆があげられた・そして,ケルゲレン
海台では,北端 と南端で東西にそれぞれ3点,中 央部で
同 じく東西に4点,合 計10点,アメリー海盆ではプリッ
ッ湾で南北に4点 の掘削地点が新しく提案された.
ケルゲレン海台は 「ふ じ」も横断 してお り,日本も海
底 の情報を多少持っている海域であるが,フ ランスがこ
の海域の掘削を熱望している.ア メリー海盆はオース ト
ラリアの調査があるのみで,掘 削する場合にはもう少し
亨調査が必要な海域である.また,こ の海域は東南極の形
成史を知るうえでも重要で,昭和基地に連なる海域でも
あり,日本にとっても大いに関心のある海域である・
ODPへの日本の参加は未定である.しかし,もし参加
す るようになった場合,日 本国内の研究体制をどのよう
にするか,南 極観測隊や極地研究所はどのような役割を
果すべきか,また果せるかなど,検討すべき課題は多い.
現在は,ウ ェッデル海に関心のある研究者への情報提供
を行っている.(筆 者:国立極地研究所教授)
南 極 観 測 隊便 り
一第25次越冬隊の近況一
まだ寒さは厳しいものの,日 一日と長 くなる.日照時間
は,ど ことな く春の息吹が感 じられる頃である.
8月8日 冬明けのみずほ旅行隊が昭和基地を出発し,
15日にはみずほ基地に到着した・一行は,物資の補給 と
人員交替の後,帰 路S-16地点でオーロラ2点立体観測を
実施しつつ25日に昭和基地に帰投 した.この旅行により,
みずほ基地で700m深 のボーリングを成功させた5人
(川田,鈴 木,原,吉 田,松 本隊員}の メンバーが初め
て昭和基地の土を踏んだ.藤 井隊員は,みずほ基地の リ
ーダーとして新しい3人(野 元堀,稲川,小 林隊員)と
共に基地の維持にあたる.
8月も後半に入った29日,これまで運航を見合わせて
いた航空機のオペ レーションがセスナ機によ り開始され
た.
一、・観測は順調に行われてお り.越冬もいよいよ後半に入
り気温の上昇.と もに精力的に進められている.
みずほ基地では,中層掘削も終了し,採取したコアー
の梱包が始まった.そ の他,雪 洞の歪測定などが行われ
ている.ま た,火 災警報装置・消火器の点検も行われた.
基地構造物は,氷原下にある.
一5
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み ず ほ 基 地 の7月 は,こ れ ま で に な い 寒 さ(月 平 均 気
温 一43.7℃)と強 風(月'ド均14.lm/s)に見舞 わ れ,ブ リ
ザ ー ド口数 も25Uを数 え た.22日,2ケ 月ぶ りに太 陽 が
出 て か らは 春 ら し くな1),気温 も.L好し 風 も弱 くな った.
中 層 掘 肖11は孔 の 縮 み が;まげ し くな り,難 航 し た が隊 員
の 不 眠 不 休 の 連 続 掘 削 に よ1)8月111::7(H}、63mで完
了 した.
一第25次越冬隊の家族会開かる一
現 在 越 冬 中 の 隊 員 家 族会 が,9月17日 午 前11峙か ら,
平 澤 家 族 会長{,1,一澤 隊 長 プこ人)のiこ催 に よ り極 地研 究,ウi
－.__sl.dil
講 堂 で 開催 され た.今 回 は21家族34名の 参 加 を得,所 長
は じめ,出 発準 備 に忙 しい 第26次隊 の 隊 長,副 隊 長 に も
参 加 し て いた だ い た.
1ド澤 隊 長 夫 人の 挨 拶 に始 ま り,、!1川小 業 部 長 か ら越 冬
隊 の 近 況 が 報告 され,さ らに26次隊 に 託 す ζ・荷 物 等 の取
扱 い に つ い て 説 明 され た.ま た,越 冬 隊 員 が 待 ちか ね て
い る第1便 に つ い て,26次 庶 務 担 当 隊 員 か ら経験 談 を含
め て 懇 切な 説 明 が あ った.そ の 後,各 家 族 の 近況 や この
一・年 を振 り返 っ ての 懇 談 が あ り,こ の4月 に 帰 国 した 夏
隣 眞の 撮 影 した ス ラ イ ドかil映され た.最 後 に昭 和 基 地
宛 に そ れ ぞ れ 思 い思 い の 寄 せ 、1}をし,記 念撮 影 して 散 会
した,
倶 ぷ■■■ ■一 画 ■■■■■
研究所出版物
南極資料82号85頁
家 族 会 終9後 の 記 念 撮 影
1984fl-/8);
Memoirs　of　National　Institute　of　I'elar　Research
　 Series　C (Earth　Sciences),　No.　16:　Paleomagnetic
　 　 investigation　of　McMurdo　Sound　region,　southern
　 Victoria　Land,　Antarctica,　by M.　Funaki.　81p.
　　 　August　1984,
　 Specia[　Issue,　No.　31:　IＬroceedings　or the　Sixth
　 　 Symposium　on　C〔}ordinated　Observations　of　the
　 Ionosphere　and　thc　Magnetosphere　in　the　Po]ar
　 　 Rcgk)ns,　ed.　by　T.　Nagata,　179p.　July　1984.
　 Special　Issue,　N【),　:12:　Proceedings　of　the　Sixth
　 　 Symposiurn　on　Polar　Biology,　ed.　by　T.　Hoshiai
　 and　M.　Fukuchi.　168p.　August　l984,
JARE　Data　Reports
　 No.　95　(Oceanography　4):　Ocean〔}graphic　data　〔}f
the　24th　Japa口ese　Antarctic　Research　Expedi亡ion
from　 N【)vembcr　 I982　t()　April　1983,　by　T.　Hモm-
zawa　 and　T.　Iwam。tc].　:}9P.　July　1984.
レ外国人研究者の紹介く
○ ブ ラ イア ン フ レザ ー博1二cBrian　J.　FRASER)
所 属 日本 学 術振 興 会 外 国 人招 へ い研 究 者
(オー ス トラ リア ・二.・一 キ.、・ッスル 大 学
物 理 学 科助 教 授)
期 間 昭 和59fF2月Lt71i～3月181.1
研 究 課 題　 Pc3型地磁 気[∬長動 に 関 す る研 究
つ ジ.∵ソ ク ダノ ン 博.1:　(Jacques　A.　1)ANON)
所 属n本 学 術 振 興 会 クF国人招 へ い研 究 者
(ブラ ジル物 理 研 究 所研 究 員)
朝 川 昭 和59年3月21日 ～6月3[1
{りF`グ巳,/iglし,呈三 国員{iの【磁気r|ζ」{U{')'1
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レ来 訪 者4 第25次 隊月例報 告(7月 ～8月)
4月2日 　 Dr.　MAIRH,　O.　(イン ド国 立 海 鹿 ・海 洋 化
学 研 究 所 研 究 員)
4月10日　 Mr.　OWENS,　C.　(米国立 科 学 財 団東 京 事 務
局 長)
5月8日 ～5月11日　 ASHOUR・ABDALLA,　M.　(カリ
フ ォル ニ ア 大学 ロ サ ンゼ ル ス 校 助 教授)
5月25口　 Mr.　HARRALL,　A.
Mr.　DAVIS,　C.　(ニュー ジー ラ ン ド南極 観
測 隊)
5月28日　 Dr.　JAKES,　P.　(チェ コ ス ロ バ キ ア地 質 調 査
所 地球 化学 部長)
5月28日～5月29日 　 Mrs.　THRELKELD,　G.　(アラ ス● 力大 学 海 洋 研 究 所 非 常 勤 講 師>
5月31日　 DAY,　R.　(アラス カ大 学 海 洋 研 究 所 大 学 院 学
生)
6月5日 　 Dr.　ANDERSON,　A.　(Nature　、1己者)
Dr.　TAYLOR,　A.　(ウエ リ ン トン ・ビ ク ト
リア 大学 心理 学 教 授)
6月.6日 李 太 楓　(Lce　Typhoon,台 湾 中 央研 究 院地
球 科 学 研 究 所 研 究 員)
6月22日　 Mr,　SHOUESMITH,　1.(英国 空軍 地 理 局)
7月30日　 Dr.　TAGUCHI,　S.　(ハワ イ大学 マ ノア 校海
洋学 部 准 教 授)
職 員 の 異 動
7月は,高気圧におおわれ,晴 れの日が多 く,気温は
低めに経過した.8月 に入 り,全体に曇 りや雪が多かっ
た8月15日に,みずほ基地より旅行隊がもどり,昭和基
地は5名 の新しい顔をむかえて10月からの大旅行の準備
を始めた.
観 測 報 告
宙 空:7月20Hよ り赤 外 分 光観 測 ・7月26日 よ り大 陽
放 射 観 測 を再 開 した.
生 物 ・医 学:各 層 採 水 ・ノル パ ックネ ッ ト採 集 ・CTD
観 測 を各 ステ ー シ ョ ンで 行 った,ま た ラ イ ト トラ ップ に
て オ キ ア ミ ・ソ コ エ ビ と も約100尾 を採 集 し,こ れ らの
呼 吸 量 ・NP排 泄 量 を測 定 した.ソ リネ ッbで 氷直 下 を
2回 曳 網 し順 調 に採 集 で き た.
雪 氷:み ず ほ 基地 に お い て,24次隊 で達 成 し た411m
の 氷 床 掘 削深 度 を7月4日 に超 え,12日に500rn,23日
に600m,8月1Hに は700.63mに達 し掘 削 を完 了 した.
500m深 の コ ア ー に は 火 山灰 層 と思 わ れ る厚 さ25m皿
の 汚れ 層 を発 見 した.掘 削 終 了 後,700m深 ま で の 孔 径
測定 を実 施 した.コ ア ーの 水 平 薄 片 の 偏 光 写 真 撮 影 を行
な っ た ほ か,太 陽 電 池 の 出 力 電 圧 の デー タ収 集 も開 始 し
た.
設 営報 告
燃料消費内訳 単位:1
10月1日(配 置換)事業課長に妹尾茂喜(前 日本学術振
興会事業部特許 ・情報課長)
後藤正義前事業課長は,国立歴史民俗博物館
庶務課長に
第35回運営協議会議
9月13日(木)に開かれ 「国立極地研究所長候補者の選
考について」審議が行われた・
案 内
第7回 極域気水圏シンポジウム
開 催 日:昭和59年12月4日(火)～12月6日(木);
場 所:国立極地研究所講堂;
問合せ先、地駒 騨 研究納;
}(962)4711内451(山内)
}
7
種 類
7月 8
一
礫 耕擁
月
」r－
重ミ消費量;残 量
普通軽油 12嫡9i338・460124,685313,775
灯 油 2,60051,271 4,000 47,271
7月26日の工作棟 と作業棟の火災により,各種車輌の
補給部品が焼失したが,10月からはじまる内陸旅行に使
用する雪上車の整備は,す でに終了していたので観測活
動には支障はない.
冬明けみずほ旅行の帰路,みずほ基地,S16にデポして
あった雪上車,縫をすぺて回収し整備した.みずほ基地常
用の16kVA発電機の交換も旅行隊滞在中に行われた.
昭和基地では航空機の運航を再開した.岩 島の東側に長
さEmOm,幅60rnの滑走路を設定した.駐機場も滑走路の
基地寄りに設置 した.ま た,ピ ラタス機を陸上駐機場か
ら新設滑走路に移動中に機体後部底面を岩に接触させた
ため,機体が損傷したが,現地での修理を待って飛行予
定である.
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平均 気 温(Mean　temp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.　 temp.)　(°C)
最 低 気 温(Min.temp,)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　pressure,
　 　　 　　 　　 　 sea　level)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure)　(mb>
昭 和 基 地(Showa:89532)
7月(JuL)
-21.8
一8 ,7
一32 .4
989.2
0.6
平 均 相 対 湿 度(Meanrelativehumidity)　(%)　 48
平 気 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10-min.　mean)　(m/s)
瞬間 最 大 風速 　(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Mean　 cloud　cover)　(1/10)
快 晴 日数(N・mber　。f　cle・デdays)
5.2
8月(Aug.)
-19.4
一9 .0
一34 .4
990.5
0,9
59
6,1
み ず ほ 基 地(Mizuho:89544
7月(Jul.)
-43.7
一32
.0
一54 .1
8月(Aug.)
-41.1
一29
.4
一54 .3
725.21
　 (station　pressure)
14.1
33.3(9,NNE)26.7(19,ENE)20.3(23,E)
41,1(9,NNE)34.1(19,ENE)25,0(23,E)
5.1
8
7.4
3
727.4
12.0
20.2(20,ESE>
25.0(20,ESE)
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南極大陸はその昔赤道にあ った
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/T' 東南櫃の占磁極o
エル スワース山脈の占磁極
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]tl砂鉄も噺 であるから,微 を含む繍 撚 統計的ミ
に南北を向く鮪 であ・.また瀦 などの熾 岩にも砂
櫻 の源となる鰍 勧 どが含まれ冷 却する瀕 で献
1の磁石となる.地球の磁場は,N極 が南極で真上赤道で
ミ平行 日本付近では下向きに50度,北極では真下を向いξ
－ttmN'一'bttt--
|へl　 lee',
ミ 古地磁気学という学問がある.それは岩石の持つ磁石
あ
モの方向から,過去の大陸の分布や構造運動による大陸の
と変形などを調べる学問 で ある,地 球は大きな磁石であ
"一 〆卍 一州.戸"一 一～'〆■'
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隻
{
ている.それゆえ岩石の磁石の方向を測定すれば,地球 ミ
も
上のどの緯度の地域でその岩石が形成されたか推定でき{
る.また磁石の方向のずれから,大陸間の相対的な移動1
の様子も推定できる.ミ
このようにして獲得した岩石の磁石は,数十億年たっ;
ても本質的に変化しないことが,現 在までの研究で多 く}
マの研究者により証明されている,図は,こ のような古地 ミ
堅気学的手法により求められた胡 三代初期の南極大陸の}
岩石の磁石の方向(矢印)と,それにより計算される磁極}
の位 置 を示 し てい る.モ
輔 歓 陸における機 の大撒 な賊 禰 は約5億ミ_,
年前(古 生 代 初 期,オ ル ドビス～ カ ンプ リア紀)で,そ?
纈 広く輔 齢 髄 勘 られる.Atまで}・5億年前の ミ
岩 石 の磁 石 は,昭 和 基 地,セ ー ル ロ ン ダー ネ 山 脈,ミ ル1
霊豊:㌃譜驚驚 霧禮翻謡
　 あ
を向いている.またマクマー ド地域の同時代の岩石の磁1
識驕麗瀦灘竿芝繋{
推定される.き
西南極ではエルスワース山脈に古生代初期の岩石が広 毫
τ分布している.こ の織 の持つ磁石は}まとんど水平で1
あるが,方 向は東南極のものより約90度反時計回 りに回
転している・またこの山脈の伸びの方向は南極横断山脈
に直交している.それゆえ,エ ルスワース山脈も古生代
初期に南極横断山脈の一部であったが,そ の後の地殻変
動で分離し麗 在の位置に来た可酬 こが考えられているバ
}一 一
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